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1. はじめに 

 製品マニュアルはユーザが正しいメンタルモデル

を構築する事を支援し，製品を安全かつ効果的に使

用するために重要な役割を果たす．しかし，誤使用

に起因する製品事故は多く発生している 1)．この原

因の一つとして，マニュアルを読んでいてもきちん

と理解ができないことによって，正しいメンタルモ

デルを構築できていないという点がある． 

 メンタルモデルには，手順や機能のように“How to 

use it”を理解するための Functional model と，動作原

理や構造のように“How it works”を理解するための

Structural model に分類されるが 2)，既存のマニュア

ルの多くが Functional model に対応した操作手順や

安全注意文の説明に紙面の多くを割いており，

Structural model の構築を支援する動作原理や構造に

ついての説明が不足しているとの指摘もあり 3)，

Structural model の構築を支援する動作原理の概念を

説明することが，ユーザに正しいメンタルモデルを

構築してもらうために有効であると考えられる． 

また昨今，動画による製品マニュアルが増加して

いる．操作手順については動画による説明が有効な

可能性が示唆されているが，しくみの概念説明にお

ける効果や有効な活用方法については十分な知見が

ない．こうしたことから本研究では，誤使用による

事故が多い電子レンジを対象として，Structural 

model に対応する「しくみの概念情報」と Functional 

model に対応する「具体的な操作手順」の 2 つを伝

える際に紙及び動画をどのように用いるのが有効で

あるのか調査することを目的とした． 

2. 方法 

 実験では，操作マニュアルにおける「しくみの概

念情報（Structural model に対応した情報）」と「具体

的な操作手順（Functional model に対応した情報）」

の 2 つについて，紙・動画をどのように使うのが有

効であるかを調査した．実際に電子レンジを操作す

る場面において，マニュアルの提示内容の違いによ

るユーザのメンタルモデルの構築度合を比較した．

実験参加者は電子レンジの利用経験のある 40 名（男

性：10 名，女性：30 名，36.5 歳±14.3）とした． 

実験ではまず操作する電子レンジについて学習し

てもらうために，条件ごとに異なる操作マニュアル

の提示をした．その後，電子レンジの操作課題を行

った．課題内容は，「冷えた肉まんを 1 つ温める」等

の 3 点とした．操作課題では「電子レンジの手動機

能を使い，必要に応じてラップや食器などを使って

温めてください」と指示し，操作マニュアルを見返

すことも可能とした． 利用可能な食器として，陶器

などの電子レンジに対応している容器と，木製など

の電子レンジでは使えない容器を複数用意した． 

すべての課題が終了した後に，操作した電子レン

ジに対するメンタルモデルの構築度合を把握するた

めの質問とマニュアルについての主観評価を行った．

メンタルモデルの構築度合を把握する質問はユーザ

インタフェース操作におけるメンタルモデル構築度

合を測定するために開発されたアンケート項目 4)を

本実験に適するように一部を修正して利用した 16

問を，主観評価については「分かりやすさ」などに

ついて 4 問を，それぞれ 5 段階のリッカート尺度で

答えさせた．またすべての実験が終了した後に，各

条件 4 名ずつのみ一定期間経過後の電子レンジの理

解度を調べるための理解度テストを実施した．理解

度テストは，Structural 情報に対応する動作原理につ

いて（例：電子レンジは何を含んでいる食品を温め

ますか？）と Functional 情報に対応する注意すべき

食材（例：電子レンジによって加熱すると破裂する

恐れのある食品は何ですか？）の 2 つの観点につい

て行った．動作原理についての理解度テストは記述

式の全 3 問で，注意すべき食材についての理解度テ

ストは選択式の全 3 問とした．実験の初めに提示し

た操作マニュアルは，しくみの概念情報（Structural

情報）と具体的な手順（Functional 情報）をそれぞれ
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紙，動画の 2 水準で組み合わせた 4 条件とした． 

3. 結果 

 図1にメンタルモデル構築度合の条件ごとの平均

値を示す．二元配置分散分析，単純主効果検定を行

った結果，Structural情報を紙で提示した条件では，

Functional情報を紙よりも動画で示した方が，メンタ

ルモデルの構築度合が有意に高くなっていたが

（p<0.05），Functional情報を紙で示した条件の場合

は，Structural情報は紙よりも動画で示した方が，メ

ンタルモデルの構築度合が高くなっていることが分

かった（p<0.01）．また，4つの条件の中でStructural

情報，Functional情報ともに紙で示した条件が最もメ

ンタルモデル構築度合が低いことが分かった． 

 次に，主観評価について述べる．主観評価項目ご

とに一元配置分散分析を実施したところ，いずれの

項目でも，条件間での有意差はないことがわかった． 

また理解度テストについて平均値を比較すると

（図2），加熱原理の観点についてはStructural情報を

紙で示した条件の方が動画で示した条件よりも高い

傾向が見られた．注意点の観点では，Structural情報

を動画，Functional情報を紙で示した条件が最も平均

値が高い結果となり，4つの条件の中でStructural情報，

Functional情報ともに紙で示した条件が最も低い平

均値となった． 

4. 考察 

まずメンタルモデル構築度合の結果から，どちら

の情報についても動画で示すよりも，動画による説

明が，Structural 情報か Functional 情報のどちらかに 

おいて使用されていることで，他の条件よりメンタ

ルモデルを構築しやすいことが示された．従来の紙

によるマニュアルをすべて動画に置き換えることが

有効とは言えず，一部の情報において動画を活用す

ることが，ユーザに正しいメンタルモデルを構築し

てもらうために効果的だと考えられる． 

また，主観評価の結果において，いずれの項目で

も有意差はなかったことから，ユーザにとって説明

内容が同じであれば，分かりやすさ等のマニュアル

内容についての自己評価には差は見られないと考え

られた． 

一定期間経過後の理解度テストにおいては，まず

加熱原理においては動画よりも紙で示した方が平均

値は高くなっており，Structural 情報の理解度の定着

度合は，動画よりも紙が有効であると考えられる．

また注意点の観点では，Structural 情報を動画で示し，

Functional 情報を紙で示した条件が最も高い平均値

となっているが，Functional 情報を紙で示していても

Structural 情報を紙で示すと，最も低い平均値になっ

ており，Structural 情報の提示の仕方も Functional 情

報についての理解度に影響を与えていると考えられ

る． 
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図 1 メンタルモデル構築度合の測定結果 

（**: p<0.01, *: p<0.05） 
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